






























（₂ ）　ブルツクスの経歴については，Каган (1985)，Рогалина (1998)，森岡(2000) を参照。























































のソヴェト経済論の主要な発表の場となった（森岡 2008b, p. 54）。ただし，上述の論文
の掲載に際しては，ブルツクスは編集部の要請により，「大幅な短縮」に加えて，内容























































非党員研究者として，Н. Д. コンドラーチェフ，А. Л. ヴァインシテイン，А. В. チ
ャヤーノフ，Н. П. マカーロフ，Н. П. オガノフスキー，В. Г. グローマン，В. А. 
バザーロフ，А. М. ギンスブルグの名をあげている （Brutzkus, 1935, p. 233）。これら




















































































































































































































































（20 ）　ネップ期の土地整理については，Brutzkus （1925, SS. 197-198） を参照。
（21 ）　ブルツクスは土地法典を「ロシア革命の下降的段階における農業関係の分野での最
も重要な立法」と呼ぶ （Brutzkus 1925, S. 192）。ブルツクスによる土地法典のより詳し
い検討については，Бруцкус （1923a） を参照。この法典は，強制的集団化の時期に，ブ
































組合は「国有企業の特殊な形態」とみなしてよい (Бруцкус 1929a, c. 411)。
ソヴェト経済における協同組合は，資本主義経済における協同組合のように，
市場での農民経営の地位を改善することもできないし，「社会主義的搾取か















（22 ）　ネップ下のロシアの協同組合については，Brutzkus （1925, SS. 217-219） を参照。ブ
ルツクスは，Бруцкус （1924d） において，革命前のロシアの協同組合運動の意義とその



















































































































（27 ）　Бруцкус （1929a） は，おそらく雑誌編集部との上述の経緯から，前段の議論から当
然に導かれるこの結論を記していない。また，別の論文や私信では，ネップ期のソヴェ
ト経済を，戦時共産主義期のより首尾一貫した社会主義と区別して，「半社会主義経済」











































































































形成は不可能」である (Brutzkus 1928a, S. 778)。このため，ソヴェト経済
では，私的貯蓄は，限られた規模でしか行われず，また「収奪を原則とする
国家の金庫には向かわない」(Бруцкус 1926c)。農民は，「ともかくも貯蓄を






























る (№ 38, c. 429)。計画が市場の自生的調整機構のような調整能力を持ち得
ない以上，それは内的不整合に満ちたものとならざるをえない。したがって，

























（32 ）　計画の内的不整合とそれが引き起こす諸困難については，Бруцкус （1922a） および
Mises （1922） を参照。市場の法則の自生性という観点からの計画経済の批判は，すでに



















































































の意図にかかわりなく）演じざるをえないためである （Brutzkus 1925, S. 191）。農村通











































によって調達しようとした (1929a, c. 450)。1926/27年から1927/28年にかけ
て，農業税の大幅な引き上げと累進制の強化が行われ，現地の政府機関に，
富裕な農民に対する「個別的課税」の権限が与えられた。このため，播種面
積の伸びは1927年に鈍化し，1928年には後退した (1929a, c. 452; 1929c)。投
資が流動資本から固定資本に向かい，投資の増大が商品総量の十分な増大に
つながらない状況の下で通貨の増発が続けられたことによって，物価上昇圧










































































て破壊した」ことにある (1929a, c. 460-461; 1929b)。私的商業の破壊後，農
民は，穀物を政府が定める低い価格で引き渡すことよりも，それらを保蔵し，
あるいは自分の経営で利用することを選び，このために，調達機関は，買付





択に直面した (1929a, c. 461)（38）。左翼反対派を排除したスターリンは，（ま
（37 ）　ここでブルツクスは，景気研究所に対する弾圧を念頭に置いている。1928年₅月末
にコンドラーチェフ，ヴァインシテインらは景気研究所から解任された（景気研究所の




















































ト史研究における一般的な理解と一致する （塩川 1997, p. 150）。
（40 ）　1928年はじめの非常措置が共産党内で多くの批判を招き，激しい論争を引き起こし






























（42 ）　この時期の農村の実情を伝える資料集として，Данилов （1999), Берелович и Дани-  
лов （2000） を参照。これらの資料と公開の言説を比較すると，専制国家では，秘密警
察は真実を記録することが許される唯一の機関であることがわかる。










なっている (1929a, c. 467)（44）。西欧の労働者階級は，「ある程度まで政治権
力に参加」し，それを通じて，「自らの具体的利益を擁護し，自らの経済状
態を資本主義経済秩序の枠内で著しく改善する」方法を学んだ。このことが，
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